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寒菊。花言葉は、けなげな姿、繊細、真の強

さ。寒い冬に咲く様子が、花言葉になっていま

す。寒菊は、花の少ない時期に庭に咲くので貴

重です。

植物暦

明けましておめでとうございます。
本年もよろしくお願いします。

寒菊は霜にあうと葉が紅葉するので、テリ

カンギク（照寒菊）とも呼ばれるそうですが、

写真の菊は花が咲く前に紅葉し、12月20日

を過ぎてようやく咲き始めました。

天気が悪いですね

今年の12月は、なんとも天気が悪いですね。
21日までの朝日町南保のデータを見ると、雨が
降らなかった日は1日だけです。去年の同じ期
間では7日なので、いかに悪いかが分かります。

家庭菜園の野菜も日照不足です。キャベツ、
ブロッコリー、ネギなどは生育が遅れ、来年の
玉ネギの苗は植えたときの大きさのままです。
大根は育ちましたが、雨のせいか、はち切れて
縦に割れてしまいました。

スーパーに行くと、野菜が高いのに驚きます。
早くから寒くなったのでストーブを使うと、灯
油が高いですね。すべての物価が高騰し、生活
が日々苦しくなっています。

そしてとどめは、下水道使用料の２割値上げ
です。老後の生活費で町の借金の穴埋めをさせ
られるとは、思いもしませんでした。次の町議
選では、私たちの気持ちを伝えたいと思います。

令和6年は、下水道使用料値上げの話が提案されて以来、激動の１年になりました。町民にとっ
ては、突然に持ち出され、20％というとんでもない値上げだったので、驚かれたことと思います。

議員団では、乱暴な値上げをしないよう、道理ある議論を通じて提案したのですが、12月議会
で押し通されてしまいました。

松田俊弘議員 井田義孝議員

昨年は、元日の地震を受け毎
回のように議会で様々な災害対
策の提案をしてきました。

残念ながら町当局には、本気
になって町民の命と暮らしを守
るんだという気概が感じられま
せんでした。

下水道使用料の値上げでもそうです。物価高
の中でみなさん四苦八苦しているのに一方的に
町民に負担を強いるなんて許せません。

議員は住民の代表です。何でもかんでも町当
局の提案に賛成していては住民の暮らしが守れ
るでしょうか。

今年は、町議選の年です。何としても２議席
を確保して、皆さんの願いや要望の実現に頑張
ります。どうかよろしくお願いします。

町議会議員 松田俊弘

皆さまに議会へ送り出して頂きは
や10年が経ちました。

この間、私なりに住民の皆さんの
ご要望をしっかりと町へ届けようと
してきたつもりですが、10年の節目
にあたり、町内の公共交通の改善に
ついてこだわっていきたいと思うよ

うになりました。
今後いっそう高齢化が進み、これまで運転でき

ていた人も車に乗れなくなります。一方で身近な
お店も少なくなり、買い物難民がうまれる心配が
出てきます。
「移動する権利＝交通権」は人権です。町には福
祉の観点から、運転できない人の移動の権利を保
障する政策を求めていきます。

町は町民の暮らしにお金を使おうとしません。
私たちは今後も、暮らしを応援する予算執行にな
るよう努めていきます。

町議会議員 井田 義孝


	スライド番号 1

